
中学校 社会科（公民的分野） 学習指導案 

   

日  時 29 年 7 月 5 日（水） 第３限 10：40～11：30  
場  所 1  
学年・組 B 46 24  22  
題  材 ₈ ╩⌂ↄ∆⌐│ ₉ 
目  標 1 ⌐│ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣≡⅔╡ ⌂≥╩ ←⇔ↄ╖⅜

ⅎ╠╣≡™╢↓≤╩ ↕∑╢⁹ ה  
2 ─ ─ ⌐│ ─ ─ ⅜ ╦∫≡™╢↓≤╩ ↕∑╢⁹

ה  
3 ⌐│₈═⅝₉ ≢│⌂ↄ ─Ᵽ▬▪☻╩ ⇔√ ⅜ ≢

№╢ ╩ ↕ⅎ╟╡ ™ ⌐≈™≡ ⅎ↕∑╢⁹ ה ה  
 

指導計画 16  
 ─ ≤  

 ⌐ ≠ↄ ≤  4  
 ≤    9  4/9  
 ─        3  

 

授業について 

 ⌐≈™≡─ ╩╟╡ ╘╢ ≢ ⇔√⁹ 
 │ ⌐ ╦╢ ⅝⌂ ≢№╢⁹▪ⱷꜞ◌≢│▬ⱡ☿fi☻ⱪ꜡☺▼◒♩─ ⌐╟╡

90 350 ─ ⅜ ╦╣≡⅔╡ ≢╙2016 ⅛╠ⅎ╪ ☿fi♃כ⅜ ╩ ⇔

≡™╢⁹ ⌐│ ╛ ─ Ᵽ▬▪☻ ╩ ∆╢ ┌⅛╡╩↕⅜⇔≡⇔╕℮

↓≤ ╛ ─℮∕─ ⅜ ╩ ⅎ≡™╢≤↕╣╢⁹ ─ ─◒☿│ ─

≢ ╠╣≡⅝√≤ ⅎ╠╣≡⅔╡ Ᵽ▬▪☻╙ ─ ─╒≤╪≥─ ≢│ ה

⌐ ⇔≡™╢⅜ ⌂≥─ ≢│ⱴ▬♫☻─ ╩№√ⅎ≡⇔╕℮╙─≤⌂∫≡™

Ⱡⱴfi│◦☻♥ⱶכ◌⁹╢ ⱶ♥☻◦ה ≤™℮ ≢ ─ ⅜ ⌂╙─≤ ⌂╙

─⌐╟∫≡ ╡ ∫≡™╢↓≤╩ ⇔ ⌐╙™⅛∆═⅝≢№╢≤⇔≡™╢⁹ ─

⌐≈™≡ ⅎ╢ ⌐╙ ↓╣╠─ ─ ─ↄ∑╩┤╕ⅎ√ ≢ ⌐ ⌂◦

☻♥ⱶ─ ╩ ╡ ↑≡ ⅎ↕∑╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 │ ⌐≈™≡ ⌂▬ⱷכ☺╩╙∫≡⅔╠∏ ∞↑│ ≤ ⅎ√╡

⌐⌂∫√╡ ⌐│ ┼─ ™╩ ≈↓≤╙№╢√╘ ─ ≤⇔≡ ⌐ ↕∑

╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 ≢│ ≤ ╩ⱶכ◕╢╣┌ ⇔≡ ⌐⅔↑╢Ᵽ▬▪☻╩ ↕∑ ≤

⇔≡ ─Ᵽ▬▪☻⌐≈™≡ ↕∑√ ≢ ⌐ ╘╠╣╢ ⅜ ⅛╩ ↕∑

─ ╩ ⅎ╠╣╢╟℮⌐⇔√™⁹ 

 ₈ ₉─◦☻♥ⱶ ה ≤™℮≤╠ⅎ│ ⅜ ⌂╢╙─╩ ╘ ↄ ↕╣≡

⅝≡⅔╡ 2017 ⌐│ ╩ ™╢ ꜟⱬכⱡ⅜כꜝ▬☿ה♪כꜗ♅ꜞ─ ╩

⇔≡™╢⁹↓╣╠─ ─ ⌐ ╦╢ ─ ╩ ─ ⌐ ╡ ╣╢↓≤

≢ ╩╟╡ ↄ ↕∑ ╟╡ ™ ╩↕∑╢↓≤⅜≢⅝╢⅛ ╕√ ╩ ╡ ╣

╢↓≤≢ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⅛╩ ∆╢ ≤⇔√™⁹ 
 



題  目 ₈ ₉╩│∂╘≤∆╢ ─ ─ ┼─ ╩ ╖╢ 
 

本時の目標 
 1 ⌐│ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣≡⅔╡ ⌂≥╩ ←⇔ↄ╖⅜

ⅎ╠╣≡™╢↓≤╩ ↕∑╢⁹ ה  
2 ─ ─ ⌐│ ─ ─ ⅜ ╦∫≡™╢↓≤╩ ↕∑╢⁹ ה  
3 ⌐│₈═⅝₉ ≢│⌂ↄ ─Ᵽ▬▪☻╩ ⇔√ ⅜ ≢№╢ ╩

↕ⅎ╟╡ ™ ⌐≈™≡ ⅎ↕∑╢⁹ ה ה  
 

本時の評価規準（観点／方法） 
 1 ⌐⅔↑╢ ─ ─ ⌐≈™≡ ⇔≡™╢ 

ה ⱭכⱤכ♥☻♩  
2 ≤ ─ Ᵽ▬▪☻─ ╦╡⌐≈™≡ ⇔≡™╢⁹ 

ה  ꞉כ◦◒כ♩  
3 ─ Ᵽ▬▪☻╩┤╕ⅎ≡╟╡ ™ ⌐≈™≡ ⅎ ∆╢↓≤⅜ ╢⁹ 

ה ה ꞉כ◦◒כ♩  



 

 

 

イノセンスプロジェクトにつ

いて知る 

 

 

展開２ 

憲法の保障する身体の自

由についてふりかえる 

 

展開３ 

確証バイアスについて知り 

人間の心理の特性につい

て学ぶ。心理の特性から

冤罪がなぜ生まれるか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ủ ≢│↓℮™℮

╙№∫√⁹↓─ ─ │⌂╪

∞╤℮⁹ 
ủDNA ⌐╟∫≡ ⅜│╠

↕╣╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫

≡™╢⁹ 
 
 
ủ⌂−╛∫≡⌂™─⌐ ∆╢

─⅛ ← │⌂™─⅛⌂⁹ 
 
 
ủ⌂− ─ ⌐╙ ╦╠∏

⅜⅔↓╢─⅛⁹ 
ủ ™ │≥℮™℮ ╩

╙≈⅛⁹ 
ủ↕∫⅝─◕כⱶ≢≥℮ ⅎ√

⅛⌂⁹ 
 
 
 
 
 
 
ủ ⌐ │≥℮∞╤℮⁹ 
 
ủ ╡ ═ ∞≤≥╪

⌂ ⅜№╢∞╤℮⁹ 
ủ ™ ⅜№╢≤ ⅜⅔↓╢

∞╤℮⁹ 
ủ↓─╟℮⌂ ⌐ ⇔≡

│≥─╟℮⌂ ⌐№╢⅛⁹ 
 
 
 
ủ ⌂╠ ─ ╩∆╢⅛⁹ 
 
ủ │℮∕⌐│ ≈№╢≤

™℮⁹ 
 
ủ ─ ╩ ═╢↓╪⌂

╙№╢⁹ 
 

ủDNA ⌐╟∫≡ ─

⅜№╢⌐╙ ╦╠∏ ⅜№╢⁹ 
 
ủ▪ⱷꜞ◌≢│ 90 350
─ ⅜│╠↕╣ 20 ─

⅜ ∫≡™╢⁹↓╣╠─ ⌐╙

⅜№╢╙─⅜№╢⁹ 
 
ủ ─ ⅜ ↕╣≡⅔╡

─ ⅝╙ ⌂╙─≢

№╢⁹ 
 
ủ ↕─ ⌐ ™ ≤⌂

╡ ╩ ⅎ≡™╢≤ ╦╣╢⁹ 
ợ ⌐ ℮╟℮⌂ ╩ ⇔√

↓≤⌐ ≠⅛∑╢⁹ 
ה ⅜№╢─≢│  
ủ │ ™ ⅛╠ ╩

⇔≡ ╩ ╢ ⅜№

╢⁹ №≢כꜞכ♩☻™∆╛⇔

╢╒≥ ─ │ ⇔⌂ↄ⌂

╢⁹ 
ủ │ ─ ™ ╖⌐ ∫√

╩ ∆ ⅜№╢⁹ 
ợ ⅜↑≢ ∆╢⌐│ ™

⅜ ≢№╢ ⌐ ≠⅛∑╢⁹ 
ủ Ᵽ▬▪☻⌐╟╢ Ⱶ☻⅜

⅔↓╢ ⅜ ╕╢⁹ 
ủ⌂╪≤⅛ ╩↕∑╟℮≤∆

╢⁹ 
ủ ™ ╛

⌂≥⅜ ≤ ↕╣≡™

╢⁹ 
ủ ─ ╛ ⌂≥⌐╟

╡ ─ ⅜ ↕╣╢⁹ 
™⌂⇔ה ∆╢ │⇔⌂

™─  
ợ ─℮∕│ ─ ≢

╙⅜≈™≡™╢↓≤⌐ ≠⅛∑

╢⁹ 
ủ▪♇◦ꜙ─ ╩ ∆

╢⁹ 
ợ │ ⌐ ╩≈ↄ↓≤╩



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終結 

冤罪を防ぐ制度設計につ

いて考える 

 
 
 
ủ ─ √∟╛ⱷ♦▫▪│

≥℮∞╤℮⁹ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ủ ─↓≤⅛╠≥─╟℮⌂↓

≤⅜ ⅎ╢∞╤℮⁹ ╩┤∑←

√╘⌐│≥℮∆╣┌ ™∞╤℮⁹ 
 
 
ủ≥╪⌂ ⅜ ⅛ ⅎ≡╖

╟℮ 
 

⇔ ╛∫≡™⌂™─⌐ ∆╢

⅜№╢ ╩ ↕∑╢⁹ 
ợ ─ ⌂≥⌐╙┤╣╢⁹ 
ủ ◘ꜞfi ─

↕╪│ ⌐ ≠™≡ ™

↕╣√⁹ 
ợⱷ♦▫▪╩ ∂≡ ╩ ╢

₁╙ Ᵽ▬▪☻─ ╩ ↑

≡™╢⁹ 
ủ √∟│ ⌐ ≈ ₁

⌂ ╛Ᵽ▬▪☻╩╙∫≡™╢⁹

⇔⅛⇔ ⌐ ⇔⌂™ ⅜ ™

╙№╢⁹ 
ợ ─ ≢│ Ᵽ▬▪☻⅜

≢№╢ ╩⅔↕ⅎ╢⁹ 
Ừ ⌐≈™≡ ⅎ┌ ∫√

⅜ ↕╣╢ ╩│∂╘⅛

╠ ⇔≡ ─ ╡─ ╩

↑⌂™╟℮⌂ ⅜ ≢

№╢⁹ 
ợ ╛ ╩ ∆╢∞↑

≢│ │ ≢⅝⌂™↓≤╩

∆╢⁹ 
ה ╡ ═╩ ∆╢ ≤

╡ ═ ╩╦↑╢ ⌂≥ 
ợ∆≢⌐ ⅛╠─

╛ ⌐ ╢⅜

╡ ═─ ╙│∂╕∫≡

™╢↓≤⌐┤╣╢⁹ 

備考 

参考文献 
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 ₈a ₉≤™℮ ― ─ ™ ™≤∕─ ₑ 2008  
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15 ◦fiⱳ☺►ⱶ 2017  
 ₈ ≤ ─ ─ ≤∕─ ₉a  e 15(3),pp 408–

427 2008  
♩☻□Ⱡⱴfiₐⱨכ◌הꜟ◄♬♄ ₑכ꜡☻ 2012  
 



実践上の留意点 

１. 授業説明  

 この授業は，「冤罪」を題材として。身体の自由に関する憲法の学習を深める意図で実施したも

のである。研究授業として，社会科の学習内容を心理学の知見を位置づけ，理解を促進するため

に簡単なゲームも導入している。  

２．協議内容 

○認知のバイアスがあるから，気を付けようという趣旨なのか。  

→認知の問題は


